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M B E技 術 等 の 滞 拍 成 長 技 術 の 発 駅 に伴 い､ 単 原 子 層.レベ ル で 脇.博 の
調 光が Il王来 る よ うに な っ た｡ と こ ろが､ MらE綾 な･どで 形 成.され た-
G a-.^ S ･二A l や Sへ テ ロ 界面で は､ 組成 変 粥と共 に 桔 子 兎 h:密 約 が
生 じ る｡ こ の 変 調 は､ 帽 1g･が 掃 くな るほ ど大 き小 と思 わ れ る｡ ･以.前､
-83-
名古屋大学大学院工学研究科応用物理学専攻
稚 ク の 研 究 室 で. (GaAs).(Al-As二l).n'l人工 超'格子 の.界 面 で.の千三
l
平 均 は迫 を､ Ⅹ緑取乱 のFol汀icr解 friB.を川.h て粥 べ られ るこ',とを示 一･'
した｡ そ こで 今 臥 この 研 究 を更 に進 め て､ G一年 ･^S基 板上 .に - .
d早'As層 (3500Å)で サ ン ドウ ィ ッチ し:た‥AIA･S単 ∵ 周 IR臭く350Å)∴
一●
わ 界 両 の 拘 遇 に関 す る 研 究 を X線 回 折 は に.よ･り行.?'Ts.I-そ･こで: ･陣.卜 I
A.1･.^ ･S屑 か らの 取 乱 の 寄 与 が 大 きい十 p.oL_皇L8ragg点近1.傍 の 取 乱 を､El
I1.IJ.‥.I -→/`
界'面tI=･*.直 な < 00 1,方 向 8:'測 定 したt･L碍 由 かや の 野生鞍 手 耳 や′●l
回晩 強 度 はⅠ.aue関 数 と して 観 測 さ-れ た｡ そ して､二義.面G.




･lL-A点層 か らの 回 trTX緑 の 干 渉 現 象､ 及び Llue関 数 g)同 次 数 の 削 梅 大'､.■･. 1.1ヽ lJ .■
値の.非 対 称が 糾 壊 さ れ た｡ そ こで､ 界面 で g)組 成 変 調､ 及.α.格 子･歪 変~
1一一 ′ 1
絢 や 取 替 と思 われ る そ の凍 対一称 を利 用 しtて モ洋 ル~を臥 定七 界 面 甘 の
相 成 変 調 及び相 子 5.変 調を解 析的 に求 め る こ とを試 み た. 一そ,の結 果■ー■■tI
界 面 で は､ GaとAlが ほ ぼ 50%ず つ 存 在 して混 晶 を形成 しこ_ 四 層I 一l
程 度 AIAs層 に入 る と､ Alが 9-0%を 占め る こ とが 分 か っ たが､
????
?? ? ? ?
??
??? ? ? ?
?
Iヽ●I
る こ とは 困難 で あ る こ とが 分 かrっ た｡
2.ジ ミリス トイルホスファチジルコリン ･コレステロール系
のリップル構造の電子顕微鏡観察
石 浜 泰 三
鈍 け な





??????? ? ?? 〜???
?
と 的 鮎 梓 との
50人 の JL71州的
木 村f死 で は
=I･研 根 鈍 統 轄
〞?????? ?????
?? ? ? ????? 】?? ? ? ?
〞
弧 か ら 前 乾 捗 (I,P'
拙､一 L α 相 ) が あ る . 立 松 捗




二 _qi周 映 画 が 120人 - i
??
成 し て い る
凍 柑 判 断 払
ス テ ~ロ ー ル
に よ る 屯
お よ び 阻`
